
    条例で分権型エネルギー自治を推進 

長野県飯田市環境モデル都市推進課 0265-22-4511（内線5246） 

飯田市山本地区で実施している 
企業との協働 

飯田市上村地区で進める 
「小沢川小水力市民共同発電事業」 

 地域住民（山本地域づくり委員会）は、王子マテ
リア㈱と㈱シーエナジーが行う太陽光発電事業と
連携。王子マテリア㈱所有の土地を借り受けて飯
田山本おひさま広場として整備するとともに、おひ
さま進歩エネルギー㈱と協働して太陽光発電を設
置し、売電収益で広場整備を進めています。地域
環境権条例で住民と企業が協働して再エネを活
用した持続可能な地域づくりを実現していきます。 

 上村地区小沢川で治山堰堤から取水して行う約
180kWの小水力発電事業を、住民主体の事業体
で実施する計画を進めています。飯田市は地域
環境権条例によって事業化支援に積極的に取り
組んでいます。 

・想定有効落差80.42ｍ

・想定最大出力 172ｋW

・想定年間発電量
900,000kWh

小沢川（こざわがわ）

導水管 取水口

発電所

発電イメージ

 平成25年４月に施行した飯田市再生可能エネルギーの導入による持続可能な地域づくりに関す
る条例（地域環境権条例）によって、市民が主体的に参画する再エネ事業による地域の活性化を
目指す「分権型エネルギー自治」を推進しています。 
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